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講演講師の依頼代理業務を行う株式会社ぺルソン（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：渡邊陽一）は、

当社が運営する講演会の講師紹介サイト「講演依頼com」で 建設業界などで開催される安全大会向けに 屋外

～熱中症対策が人気の話題！～

安全大会に人気の講演特集ページをリニューアル

当社が運営する講演会の講師紹介サイト「講演依頼.com」で、建設業界などで開催される安全大会向けに、屋外

の現場で働く方々のために役立つ講師を紹介した特集ページをリニューアルしました。

■意外と知らない熱中症の＜予防＞

安全大会は建設業界などに多くみられる、事故・災害の防止など安全に対する意識の向上と周知徹底を図るた

めの会で、参加者は屋外の現場で働く方がほとんどです。夏の現場では、熱中症の危険と常に隣り合わせです。

昨年の猛暑や節電という流れを受け 熱中症に対する人々の意識も今までに比べるとだいぶ向上してきました昨年の猛暑や節電という流れを受け、熱中症に対する人々の意識も今までに比べるとだいぶ向上してきました。

しかしながら、まだまだ熱中症の効果的な＜予防＞に関しては、知られていないことも多く、こうした大会で熱中症

の危険について講演を依頼される機会は年々暑さと共に増えています。

■原発でも導入の「失敗学」から「メンタルヘルス」まで—旬な話題が多い安全大会

そもそも安全大会は、安全に対する意識を高めて事故等の防止をすることを目的に行われているものです。

しかしながら 「安全であること」は建設現場の方々にとっては基本中の基本 また守るべきことも決まっていますしかしながら、「安全であること」は建設現場の方々にとっては基本中の基本。また守るべきことも決まっています。

毎日しっかり安全基準を守ることは当たり前のことだけに、細かい安全確認作業などは、無意識の作業となりがち

です。これは人間の特性上、仕方のないことです。

そこで、主催の企業様では安全大会で様々な切り口から「安全」を訴えかけ、常に新鮮な気持ちで「安全」に対し

て取り組めるよう毎回頭をひねることになります。結果、安全大会での講演のテーマは、その時期の旬な話題にな

ることが多いのです。

6月から7月に集中する夏の安全大会では、福島の原発事故後にも導入された「失敗学」（畑村洋太郎氏の提

唱）でいかにヒューマンエラーなどの失敗から多くを学ぶかという内容や、安全に作業をするためには、体だけでは

なく、安全基準を判断できる心の健康の重要性を説く「メンタルヘルス」、また東日本大震災を受け、現場での防

災に関しての講演など、時期や時流に沿った内容が人気です。

畑村洋太郎 氏 梶原しげる 氏

工学院大学教授
工学博士
●講演テーマ
「失敗学から危険学へ」

小越久美 氏

フリーアナウンサー
東京成徳大学客員教授
●講演テーマ
「ストレスをやっつける！」

山村武彦 氏
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小越久美 氏

気象キャスター
●講演テーマ
「労災リスクを減らす
気象情報のチェックポイント」

山村武彦 氏

防災システム研究所所長
●講演テーマ
「大地震『闘う防災術』」



安全大会特集ページ
http://www.kouenirai.com/toku/anzentaikai.htm

何かが起きてからでは遅い、安全の問題。ヒューマンエラーや安全管理面を
今一度考えてみませんか？
また、安全で快適な職場、危険のない現場を目指し、
働く人々の仕事の疲れ 心と体をリフレッシュすることも必要です働く人々の仕事の疲れ、心と体をリフレッシュすることも必要です。
現場で働く人たちの日々の緊張をこの機会にほぐしましょう。
講演依頼.comでは、安全な職場を目指すための講演会講師を
ご紹介しています。

【ご紹介テーマ】
・モチベーションが高まる講演
・安全に関する落語講演でリフレッシュ

「講演依頼.com」とは http://www.kouenirai.com/
2000年6月オ プンの 講演者と依頼者をつなぐマ チングサイト

・職場での円滑なコミュニケーション
・メンタルヘルス ～心の健康を見直してリフレッシュ
・体の健康
・ヒューマンエラー防止 ～メカニズムを解明して安全第一
・自然による労働災害防止 ～気象予報士に学ぶ

2000年6月オープンの、講演者と依頼者をつなぐマッチングサイト。
5,000名以上の講演者が登録しており、経歴や実績、講演テーマなどの詳細情報を
検索・閲覧することができます。ジャンルなどで講演者を選べるだけでなく、
地域や料金といった要素でも講師を探すことができます。

＜株式会社ペルソン 会社概要＞
会社名 株式会社ペルソン
代表者 代表取締役社長 渡邊陽一代表者 代表取締役社長 渡邊陽
設立 1995年12月21日
資本金 2,650万円
住所 〒150-0032 東京都渋谷区鶯谷町7-3 トミー・リージェンシー3F
電話番号 03-5457-1266
FAX番号 03-5457-0231
URL http://www.personne.co.jp/
事業内容 講演依頼.comの運営

文化人やスポ ツ選手の講演講師依頼代理業務文化人やスポーツ選手の講演講師依頼代理業務
企業向け研修業務
文化人やスポーツ選手の広報・PR支援
文化人やスポーツ選手のホームページ制作

企業理念は「価値観の伝達」
世の中には様々な価値観が存在しています。人間が成長していく上で大切なのは、どれだけ多くの価値観に出会
え、そしてそれらの価値観をどれだけ素直に認められたかにあると考えています。当社では、人から人へと「価値観え、そしてそれらの価値観をどれだけ素直に認められたかにあると考えています。当社では、人から人 と 価値観
を伝達」することができる「講演」を通して、様々な価値観を伝達することで、社会に貢献いたします。

また、当社では、講演だけでなく人材育成を目的とした研修プログラムの開発、紹介も行っています。
研修事業を通して、「企業（社員）」・「企業のお客様」・「社会」の三者がそれぞれ、発展・成長・満足するという、
“三方良し”の近江商人の経営理念に基づき、「三方のグッドサイクル」を実現することを目指しています。

【当リリースや取材に関するお問合せ先】
株式会社ペルソン

業務推進部 広報担当 馬場真由香
mayuka@personne.co.jp

電話：03-5457-1266 FAX：03-5457-0231

【講演依頼に関するお問合せ先】
講演依頼 ご相談窓口
ＴＥＬ：03-5457-1266

※安全大会の講師紹介とおっしゃっていただくとスムーズです。
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